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本稿では多言語辞書対応専門日本語読解支援システムのコンセプ トと内容の概略を述べる。このシステム

の開発は東京工業大学留学生センターのプロジェクトチームにより、1998年 度寮ら始まり、5ヶ 年計画で行

われる。本センターで日本語研究を受ける留学生の殆どが理工系学生であり、その多 くは英語 を母語 とし

ない。一方、 日本語で書かれた専門書読解のためには英語を介する以外には殆 ど手段がない。特 にアジア

諸国の学生にとっては、母語以外の言語 を通 して、言葉を理解するのは困難だという声を聞く。このギャ

ップを解消するための方策 として、学生の母語から理解で きる辞書 を装備 した専門書読解システムを開発

するものである。本システムは、 自然言語処理で用いられる形態素解析処理 と構文解析処理の手法を用い

る。語の意味に関 しては、母語対応の意味辞書が複数存在する。 さらにテキス ト中の文法構造が理解で き

ない場合、構文木を表示 し、文中の構文関係が視覚的に分かるように出来ている。来年度からはマルチメ

ディア対応 して、音声システムの装備を行 う予定であ り、テキス トを理解するための練習問題 も搭載す予

定である。
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1.は じめ に-計 画 に至 った経緯

東京工業大学留学生 セ ンターでは、1994年 創設

以来理工 系 のため の専 門 日本 語理解 に供す る教 材

の開発 を行 って きた。 また研 修 コース、全学対 象

日本語 コー ス(日 本語 補講)お よび大 学院電気工

学専 攻 にお いて科学技術 日本語 の授業 を開設 して

い る。 これ らの コー スで の使 用教 材 を留学 生 セ ン

ターホームページ(http://www.ryu.titech.ac.jp/ryu.html)

に掲 載 して きた。本計 画 は、 さらに学 習者の母語

に対 応 した辞書 を装備 した本 セ ンター独 自の オ ン

ラ イ ン学 習支援 シス テム を構 築す る ものであ る。

2.シ ステ ムの内容

2.1シ ステ ム構築 の コンセプ ト

大学 院 レベ ルの留学生 に とっては論文読解 も論

文作 成 も英 語 であ る場合 が多 い。 に も拘 わ らず 、

研究室でのコミュニケーシ ョンは日本語が基本で

あることは過去の調査から明らかである。(参考文

献7)日 本での留学期間が長い学生の中には、そ

の隙間を埋めるために日本語学習を続けるという

例が しば しば見 られる。 しか し多 くの場合は研究

に忙 しく、独習に頼ることが多い。 また日本 に留

学す る学生の多 くは非英語圏国か らであるが、 日

本語学習の媒介言語は多 くが英語である。留学生

は英語が出来 ることが前提 とされるが、母語では

ない言語を通 して学習 目標言語を正 しく理解する

のは障害が多い。この障害を解消する方法 として、

非英語語圏からの理工系留学生のために母語か ら

学べる日本語学習システム構築 を企画 した。

このシステムは最終的には読解 ・聴解・作文 ・発

話の四技能を統合 したものとするが、現時点では



読解 部分 の開発 を行 う。現在 、科学 技術 日本 語授

業 で用い る初中級以 上の教材 を留学 生セ ンター ホ

ームペ ージにおいている。 またCASTEL-Jが 備 え

てい る学術用 語集お よび北 陸先 端科 学技 術大学 院

大学 で開発 したDictlinkerも 学 習支援 シス テム上

にお いて いる。 これ らの ツールや テキス ト文章 の

使 用 許諾が学 内のみ とい う制 限か ら、学内の 日本

語学 習者 にのみ利 用 を図 ってい る。本年度 の課題

と して、(1)シ ステム に多言語辞書 を加 える こと、

(2)独 習用 文法学習 システ ムの搭載す るこ とを中心

に現状 と展 望 を報 告す る。

2.2シ ステ ムの概要

自然言語 処理 の技 術 を 日本語学 習支援 に導 入す

る ことが この プロジ ェク トの特色 であ る。 デー タ

ベ ースサ ーバ ーには多言語辞 書 デー タベ ース、教

材 デー タベ ースが格納 され、WWWサ ーバー につ

なが る。多 言語辞書 は、 中国語、 タイ語、 イ ン ド

ネシ ア語、 マ レー語 の各言語 と 日本語 が対訳形 式

で それぞれ格納 され る。 また形 態素解 析 プログ ラ

ムお よび構文解析 プログラムがWWWサ ーバー に

搭載 され る。学 習者 はパ ソコ ン端末機 を使用 し、

学習 したい教材 を教材 デー タベー スか ら選ぶ か、

学習者 自身が読 み たい と思 う論 文 な どの持 ち込 み

テキス トを入力 し、学習す る。

図1学 習支援システムの構造

図2学 習システムの表示画面のイメージ図

(1)母 語対応辞書

システムに読み込まれたテキス トは、図2の 上

部に表示 される。選択 したテキス トはすべ て形態

素解析にかけられる。態素解析 とは、言語文にお

ける単語の下位単位をいう。「お一客一さん」の よう

な単語中で、「客」は独立 した単語であるが、「お」

と 「さん」は非独立の接辞である。この とき 「お」

「客」「さん」をそれぞれ形態素 と呼ぶ。形態素解

析プログラムは京都大学で開発されたJUMANを

利用 している。プログラム処理により解析 された

形態素が、学習者が選んだ多言語辞書データベース

の中の一つの対訳辞書 に行 き、単語項 目を問い合

わせる。 もし参照 したい語の単語項 目があれば、

図2の 左側に見 られるように単語の意味が学習者

の母語で表示 される。図2の 形態素解析結果の表

示は、寺 ・北村 らにより開発 されたDLの 結果を

用いたイメージ図であ り、システム完成後の形 と

は多少異 なる。(参考文献1)

(2)構 文構造 の表示

図2の 右側 には、選択 したテキス ト中の任意の

ひとつの文について、構文解析 を行 った結果であ

る。学習者が このツールを利用することで、文法

構造が学べ る。解析プログラムはJUMANと 同じ

く京都大学で開発 されたKNPプ ログラムを使用す

る。現在の表示形式は、KNPか ら得 られる木構造

が学習者にとって、分か りやす く親 しみの持てる

形式かどうかについてアンケー トを取った結果を



反映 した ものであ る。 プログラムはJAVAで 書 か

れて お り、<TEMP>と い うマー カー を ク リ ックす

る と、更 に木構 造 の詳細 が 見 える。<TEMP>の あ

る ところ を繰 り返 しク リックす る と、最終 的には、

すべ ての語 の品詞が表示 され る。以上 が本 システ

ムの現 在 までの開発状況で ある。

3.開 発 の現状 と検討 点

今後 実際 に理 工系専 門 日本語 のた めの学習支援

と して実用化 す るまで には、諸 々の問題 が残 され

てい る。次の① か ら④の4項 目は、解決 すべ き問

題 点であ る。

① フ ォン ト 英語 を含 め て5言 語の対 訳辞書 を

扱 って るが 、その うち中国語 とタイ語文 字 は特殊

な文字 コー ドであ るため、WWW上 に載 せ る方法

について問題が残され、現在検討中である。

②辞書 の絞 り込み

現在使 用 され てい るDlctlinkerで は、 知 りたい

語 に対 して 出力 され る辞 書項 目は、 テキス ト中の

形態 素の文字列 と一致すれば、すべ て を表示す る。

この場 合は、学 習者が候 補の読 み方 と語義 か ら正

しい もの を選 ば なけれ ばな らない。独 習用 とす る

ため には、 システム としてか な り絞 り込 まれ た も

ので なけれ ばな らない。 この ために は、文 あ るい

はデ ィス コース中の共起 関係 を考慮 したプ ログラ

ム作成 が今後の課題 と して残 されてい る。

③辞書 項 目の拡充(使 用 言語 と分 野別)

この システ ムは、留学生 の比率 の高い アジアの4

か国 か らの言語 に焦点 をあてて いる。 そのため現

在 はCICC辞 書 を利用 してい る(参 考文献8)。

ア ジアの言語 として は韓 国語、ベ トナ ム語 、 アジ

ア以外 の アラ ビア語、 ロシ ア語、 スペ イ ン語 など

へ の拡充 も考 えるべ きで る。 また、今 年度 は情報

系分 野 を対 象 としたが、他分 野 の専 門辞書 デー タ

を確保 しなければな らない。

④構文解析結果 の表示法

.KNPの 解析結果 の表示 は、JAVAに よってプロ

グ ラムが書 か れて い る。木 の枝 の分岐 点 にあ る〈

TEMP>を クリ ックする と、下位 の木の枝 が出て く

るが、 それぞ れのブ ロ ックに自動 的 な タグ付 けが

欲 しい。 た とえば、文 中のある句AとBの 関係 を

A=述 句 B=主 部 な どの よ うに表示 したい。以上

の点が現在 開発 しいる中で出て きた問題 点であ る。

4.今 後の計画 と展望

将来の開発計画 として、以下のような拡充を検

討 している。学習上有用な機能として、次の⑤～

⑪の7項 目の搭載が考えられる。

⑤履歴システムによる評価

履歴を取ることは、学習者 ・教師 ・システム作

成者のいずれにとっても必要である。

⑥練習問題の充実 、

留学生センターでは 「やさしい科学技術 日本語

読解入門」(参考文献2)を 発行 した。本書は初級

終了程度の学習者を対象 とした科学技術 日本語テ

キス トであり、仁科の理工系 日本語教育 に関す る

調査結果に基づいて書かれたものである(参 考文

献6)。 文法やディスコースに関わる練習問題が掲

載 されているが、教室で教師の指導の下で使用す

るものとして作成されている。今後は独習に耐え

られるように変更を加え、本書の内容 をシステム

に入れる予定である。

⑦辞書から参照する例文コーパス

教科書(参 考文献2)で も例文が入っているが、

学習者の レベルと専門分野などの興味にに合わせ

た例文が得 られるような大量の例文コーパスの作

成 も検討する。このコーパスは学習者のみならず、

日本語教師にも教材作成やシラバス作成上、必要

なものである。

⑧母語からの作文支援

多言語辞書、構文学習システム、文法練習、例

文 コーパスなどはそのまま作文支援に利用できる。

本システムでは母語から伝達 したい概念内容 を

作文 し、それがチェックできるはずである。この

ようなシステムは学習者 に便宜 をあたえるものと

思われる。

その他、⑨マルチメディアしての機能(音 声 ・

映像)⑩ 音声対話支援、⑪聞 き取 りなどの機能を

付加することも現在検討中である。 これらは2004

年3月 を目処に実装する予定である。
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な お 本 研 究 は留 学 生 セ ン タ ー に お け る総 合 的 な研

究 プ ロジ ェ ク トで あ り、 一 部 を文 部 省 科 学 研 究 費

補助金基盤研究(C)「 概念知識に基づ く母語から

の理工系専門日本語習得方法に関する研究」(研 究

代表者 仁科喜久子)お よび(財)電 気通信進行

事業団助成金 「多言語対応理工系留学生のための

日本語読解学習支援システムの開発研究」(研 究代

表者 仁科喜久子)に より賄っている。
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